
【教育目標】 ○自ら考え正しく判断できる生徒 ○心豊かで最後までやり抜く生徒 ○健康で活力ある生徒
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令和４年度 重点目標 互いに助け合い 高め合える生徒

昨年１２月に行った「令和４年度原町第一中学校 学校評価」に関するアンケートでは、保護者の皆様にご協力いただき誠にありがと
うございました。現在、この結果をもとに、来年度の教育課程を作成しております。今後ともご協力の程、よろしくお願いいたします。

主 な 評 価 項 目

領域 実 践 事 項 ◯４段階評価（１・２・３・４） 今年度の実践内容・課題 次年度への改善点 学校関係者評価（Ａ・Ｂ・Ｃ）

【◯３・４の割合 ≧８５％程度】 ご意見・要望

【●３・４の割合 ≦７５％程度】

学 習 確かな学力の育 ◯「分かった・できた」と実感で ○協働的な学びを基盤とし ・学び合いが話し合いで終 評価 Ａ

指 導 成 きる授業である。 た学び合い支え合う学級・ わってしまわないよう、指 ○生徒への指導や支援が適切で
（生徒86％、教職員100％） 学校づくりに努めた。 導者が明確な視点を与えた ある様子が、よい評価結果に表

○生徒の考えが大切にされ、分か ○一人一台端末を活用し、 上での学び合いや高め合い れている。
らない生徒に具体的なアドバイス 興味・関心を高める授業を が行われるように指導す ○現状を踏まえて、「学びを止め
をしている。 実践した。 る。 ない」ことへの頑張りが伝わっ

（生徒89％、教職員94％） ○生徒一人一人の学びの履 ・一人一台端末のより効果 てくる。今後も「できる方法」
歴（ポートフォリオ）をも 的な活用に向けて、校内校 を模索していくことは必要なの
とに個に応じた支援に努め 外研修を充実する。情報モ だろうが、現時点では最善を尽
た。 ラルについても並行して指 くしてくれていると思う。

●「総合的な学習の時間」では、 ●コロナ禍でも、生徒の学 導していく。 ○「生きる力」がモラルに支え
地域の人々と関わる機会がある。 びを止めない方策を考え実 ・クラスごとに複数週に られたものとなるよう、学力の

（保護者75％、生徒83％、 施している。 わたって実施する分散開 定着に努めてほしい。
教職員94％） 催や、オンライン開催な ○教科の特性に応じた家庭学習

● 自分なりの家庭学習の方法や ●家庭学習の方法や内容に ど、「できる方法」を考え、 の在り方の指導と併せて、それ
内容が身についている。 ついて、生徒の取組の好事 引き続き実践していく。 らの妨げとなる、ゲーム・スマ

（生徒78％、保護者57％、 例を共有させたり、掲示物 ・現職教育のテーマのひ ホ等の利用指導が大切。
教職員95％） で紹介したりすることで、 とつとして引き続き取り ○学習意欲があっても、それを

改善傾向が見えつつある。 組む。 成績向上につなげる効率的な学
習方法が見えていない様子。
○生徒が毎年入れ替わっていく
中で、評価の内容・実態を適正
に把握している。

道 徳 豊かな人間性の ○学校では、思いやりや社会のル ○３５時間２２項目の道徳 ・考え議論する道徳の授業 評価 Ａ

・ 育成 ール等について学ぶ機会が多くあ 科の授業を、計画的に完全 の実践に向けて、研修を通 ○生徒自らが計画的・主体的に実
特 別 る。 実施するよう実践してい して教員の指導力の向上に 践できるよう指導しているものと
活 動 自己実現を図ろ （生徒94％、教職員95％） る。 引き続き努める。 感じられる。

うとする態度の ○学校の諸行事に積極的に参加し ○生徒が主体的に諸行事の ・安易に道徳的実践を求め ○いじめ防止の観点からも、道徳
育成 ている。 運営を行い、達成感や成就 るのではなく、生徒の道徳 教育には引き続き力を入れてほし

（生徒88％、教職員100％） 感を味わわせられるよう、 性の高まりを多面的多角的 い。他人ごとではなく自分ごとと
必要な支援を行った。 に捉えられるよう、すべて して。

＊道徳の授業で学んだことを、自 の教育活動を通した道徳教 ○集団の中で自己実現が可能にな
分の生活等に役立てようとしてい 育を心がける。 るよう、個性の伸長を図り、活躍
る。 の場の設定を。
（保護者76％、教職員81％) ○授業参観した様子からは、発言

力も討論力も以前の原一中生より
もあると感じた。

生 徒 きめ細かな生徒 ◯服装や態度が整い、あいさつや ○基本的な生活習慣が身に ・いじめアンケート結果の 評価 Ａ

指 導 指導の充実 正しい言葉遣いができる。 つくように、学校、保護者 早期対応、組織的な対応に ○生徒に強いるのではなく、学校
・ （生徒95％、保護者90％、 が連携して指導を行った。 心がける。 と保護者が連携しながら納得感の

健 康 健やかな身体の 教職員95％） また、教育相談やチャンス ・不登校対策として、個別 ある指導に力を入れている様子が
安 全 育成 ○教職員は、生徒の良いことは良 相談、いじめアンケート、 の教育支援計画を活用し、 伝わる。
指 導 いと認め、ほめている。 ＳＣとの連携を図った。 合理的配慮も検討しながら ○厳しさも優しさも大事であり、

（生徒95％、保護者86％、 組織的な支援を行う。 生徒指導はケースバイケース。正
教職員95％） 解はないと思う。

○学校では、生命の尊さや性に関 ○引き続き生徒に寄り添い、「気
することについて学ぶ機会があ づき」を大切にした指導を進めて
る。 ほしい。

（生徒92％、教職員85％、 ＊生徒を「説得」するので ・生徒の自己指導力の伸長 ○原一中生としての服装・態度・
保護者85％） はなく、生徒が「納得」し を図る視点で指導・支援す 自らあいさつする様子など素晴ら

＊教職員は、悩みごとや相談に親 て、自らの言動を改善して るとともに、その方針を保 しい。
身に応じている。 いけるような指導を、チー 護者にも理解してもらえる ○将来を担う生徒達のために、今

（保護者82％） ム体制で推進していく。 よう連携を図る。 後もよろしくお願いしたい。
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お
互
い
の
よ
さ
を
認
め
合

っ
た
り

、
学
び
合

っ
た
り

、

高
め
合

っ
た
り
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る

。

　
学
校
か
ら
保
護
者
あ
て
に
渡
さ
れ
る
プ
リ
ン
ト
類
は

、

そ
の
日
の
う
ち
に
保
護
者
に
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る

。
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学
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の
ホ
ー

ム
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ー
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ど
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、
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だ
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た
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る

。

　
学
校
の
施
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・
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、
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が
生
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学
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し

や
す
い
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に
整
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れ
て
い
る

。

　
家
庭
学
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を
す
る
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慣
が
身
に
つ
き

、
効
果
的
に

勉
強
し
て
い
る

。

　
自
分
な
り
の
家
庭
学
習
の
方
法
や
内
容
が
身
に
つ

い
て
い
る

。

　
教
室
や
廊
下
の
掲
示
等
は

、
学
習
し
た
こ
と
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る

。

　
授
業
で
は

、
生
徒
の
考
え
が
大
切
に
さ
れ

、
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
課
題
を
解
決
す
る
場
面
が
あ
る

。

　
授
業
で
は

、

「
わ
か

っ
た
・
で
き
た

」
と
実
感
す

る
こ
と
が
多
く
あ
る

。

　
成
績
に
は

、
授
業
態
度
や
意
欲

、
技
能
や
表
現
力
な
ど

も
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る

。

　
学
校
で
は

、
思
い
や
り
や
社
会
の
ル
ー

ル

、
人
権

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
多
く
あ
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。

　
道
徳
の
授
業
で
学
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と
を

、
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分
の
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活
や
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き
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立
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い
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。
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校
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の
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や
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ア
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、
自
分

の
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会
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や
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の
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に
役
立

っ
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い
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。

　
学
校
や
学
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、
温
か
い
雰
囲
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で
生
徒
一
人
一

人
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る

。

　
学
級
活
動
や
生
徒
会
活
動

、
学
校
で
催
さ
れ
る
諸

行
事
に
は

、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る

。

　
生
命
の
尊
さ
や
性
に
関
す
る
こ
と
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つ
い
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、
道
徳
や

保
健
体
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、
学
級
活
動
な
ど
様
々
な
場
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学
ぶ
機
会
が

あ
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。

　
部
活
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、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
目
標
を

も

っ
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る

。

　
登
下
校
す
る
と
き
や
自
転
車
を
利
用
す
る
と
き
に

は

、
交
通
ル
ー

ル
を
守

っ
て
い
る

。

　

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間

」
で
は

、
地
域
の
人
々

と
か
か
わ
る
機
会
が
あ
る

。

　
進
路
学
習
や
体
験
学
習
な
ど
を
通
し
て

、
働
く
こ
と
の

意
味
や
尊
さ

、
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

。

　
服
装
や
頭
髪
は
中
学
生
ら
し
く

、
場
に
応
じ
た
明
る
い

あ
い
さ
つ
や
正
し
い
言
葉
遣
い
が
で
き
て
い
る

。

　
先
生
方
は

、
良
い
こ
と
は
良
い
と

、
認
め
た
り
ほ

め
た
り
し
て
く
れ
る

。

　
先
生
方
は

、
悪
い
こ
と
は
悪
い
と

、
き
ち
ん
と
指

導
し
て
く
れ
る

。

　
先
生
方
は

、
悩
み
ご
と
や
相
談
が
あ
る
と
き

、
親

身
に
な

っ
て
応
じ
て
く
れ
る

。

生徒 96% 69% 60% 91% 77% 78% 83% 89% 86% 89% 94% 90% 91% 88% 88% 92% 88% 97% 83% 89% 95% 95% 96% 89%

保護者 92% 85% 86% 88% 64% 57% 77% 71% 75% 85% 83% 76% 84% 82% 87% 85% 83% 84% 75% 82% 90% 86% 83% 82%

教職員 95% 95% 100% 100% 100% 95% 85% 94% 100% 94% 95% 81% 94% 100% 100% 94% 100% 95% 94% 89% 95% 95% 95% 95%
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